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政
府
は
11
月
28
日
、
介
護
現
場
へ
の
支
援
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
総
合
経

済
対
策
の
裏
付
け
と
な
る
総
額
約
18
兆
３
０
０
０
億
円
の
２
０
２
５
年
度
補
正
予
算

案
を
閣
議
決
定
し
た
。
高
市
早
苗
首
相
が
経
済
対
策
の
柱
と
し
た
物
価
高
対
策
の
一

環
で
あ
る
「
医
療
・
介
護
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
介
護
分
野
に
は
２
７
２
１
億
円

が
措
置
さ
れ
、
介
護
従
事
者
に
対
す
る
月
１
万
円
（
半
年
間
）
の
賃
上
げ
を
支
援
す

る
な
ど
、
処
遇
改
善
に
向
け
た
施
策
が
進
め
ら
れ
る
。

新
た
な
総
合
経
済
対
策
に

「
26
年
度
介
護
報
酬
改
定
」を
明
記

政
府
が
今
年
度
補
正
予
算
案
を
決
定

幅
広
い
介
護
従
事
者
に
月
１
万
円
の
処
遇
改
善

政
府
は
同
21
日
に
決
定
し
た
「『
強

い
経
済
』を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
」

の
中
で
、
介
護
分
野
で
働
く
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
、
他
産
業
と
の
賃
金

格
差
が
解
消
さ
れ
ず
、
人
材
不
足
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し

た
。
そ
の
上
で
「
他
職
種
と
遜
色
の
な

い
処
遇
改
善
に
向
け
て
、
令
和
８
年
度

介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
必
要
な
対

応
を
行
う
」
と
記
述
。
26
年
度
に
臨
時

の
介
護
報
酬
改
定
を
行
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
し
て
臨
時
改
定
の
時
期

を
待
た
ず
、
そ
の
効
果
を
前
倒
し
す
る

目
的
か
ら
医
療
・
介
護
等
支
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
補
正
予
算
で
措
置
し
、「
人

材
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
緊
急
的
対
応
と

し
て
、
賃
上
げ
・
職
場
環
境
改
善
の
支

援
を
行
う
」
と
明
記
し
た
。

最
大
１
万
９
０
０
０
円
賃
上
げ

補
正
予
算
案
に
厚
生
労
働
省
は
２
兆

３
２
５
０
億
円
を
計
上
し
た
。
医
療
・

介
護
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
医
療
、
障

害
福
祉
分
野
と
合
わ
せ
て
１
兆
３
６
５

０
億
円
の
規
模
と
な
る
。
同
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
介
護
分
野
（
２
７
２
１
億
円
）
の

う
ち
、金
額
の
多
く
（
１
９
２
０
億
円
）

を
占
め
る
の
が
「
介
護
分
野
の
職
員
の

賃
上
げ
・
職
場
環
境
改
善
に
対
す
る
支

援
」
に
関
す
る
事
業
で
、
介
護
職
員
に

限
ら
ず
、
介
護
従
事
者
の
賃
上
げ
を
広

範
囲
に
支
援
す
る
。
具
体
的
に
は
、
24

年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
新
た
に
一
本

化
さ
れ
た
「
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加

算
」
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
と
さ
れ
て
い
な

い
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支
援
な
ど
も
含
む

幅
広
い
介
護
従
事
者
に
対
し
、
月
１
万

円
の
賃
上
げ
を
実
施
す
る
。

ま
た
「
生
産
性
向
上
加
算
」
を
取
得

し
て
い
る
施
設
な
ど
の
介
護
職
員
に
対

し
て
５
０
０
０
円
が
上
積
み
さ
れ
る
。

さ
ら
に
職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
職
員
１
人
当

た
り
月
４
０
０
０
円
の
賃
上
げ
に
相
当

す
る
金
額
を
事
業
者
に
支
給
す
る
。
職

場
環
境
改
善
支
援
の
原
資
は
介
護
職
員

な
ど
の
人
件
費
に
充
て
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
介
護
職
員
に
対
し
て
月
１
万

９
０
０
０
円
の
賃
上
げ
を
図
る
こ
と
も

可
能
だ
。
対
象
期
間
は
今
年
12
月
～
来

年
５
月
の
半
年
間
と
な
る
。

急
激
な
物
価
上
昇
に
苦
し
む
介
護
施

設
・
事
業
所
を
支
援
す
る
枠
組
み
も
設

け
ら
れ
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
は
、
備
蓄

物
資
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
と
い
っ
た

大
規
模
災
害
に
備
え
た
設
備
・
備
品
の

購
入
費
用
な
ど
と
し
て
、
定
員
１
人
当

た
り
６
０
０
０
円
を
上
限
に
補
助
す

る
。
ま
た
、
食
材
の
高
騰
に
よ
っ
て
介

護
施
設
が
提
供
す
る
食
事
の
質
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
対
応
す

る
た
め
、
定
員
１
人
当
た
り
１
万
８
０

０
０
円
を
上
限
に
、
食
材
料
費
を
補
助

す
る
。
併
せ
て
施
設
の
大
規
模
修
繕
に

対
す
る
支
援
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
、
こ

れ
ら
の
「
介
護
事
業
所
・
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
継
続
に
対
す
る
支
援
」
に
関
わ
る

事
業
に
５
１
０
億
円
が
措
置
さ
れ
た
。

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
こ
の
他
、「
介

護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導
入
・
協
働
化
・
経

営
改
善
等
に
対
す
る
支
援
」
に
２
２
０

億
円
を
措
置
し
、
介
護
記
録
ソ
フ
ト
な

ど
の
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
・
定

着
、
経
営
の
協
働
化
、
経
営
改
善
を
図

る
施
策
を
進
め
る
。
ま
た
、
経
験
年
数

が
短
い
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
同
行
支

援
、
中
山
間
地
域
な
ど
に
あ
る
通
所
介

護
事
業
所
の
多
機
能
化
（
訪
問
機
能
の

追
加
）、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
人

材
確
保
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
負

担
軽
減
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
訪
問
介

護
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
提
供
体
制

確
保
に
対
す
る
支
援
」
に
関
す
る
事
業

に
71
億
円
を
計
上
し
た
。

臨
時
改
定
へ
向
け
た
議
論
開
始

新
た
な
総
合
経
済
対
策
に
来
年
度
の

介
護
報
酬
改
定
（
臨
時
改
定
）
実
施
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
、
厚
労
省

は
社
会
保
障
審
議
会
の
介
護
給
付
費
分

科
会
で
検
討
を
開
始
し
た
。
人
員
確
保

に
向
け
た
論
点
と
し
て
は
「
他
職
種
と

遜
色
の
な
い
処
遇
改
善
」
に
加
え
、
人

員
基
準
欠
如
減
算
の
緩
和
（
適
用
猶
予

期
間
の
延
長
な
ど
）
も
検
討
課
題
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
介
護
職
員
等
処

遇
改
善
加
算
の
対
象
範
囲
を
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
に
広
げ
て
い
く
こ
と
も
改

め
て
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
。

一
方
、
11
月
26
日
に
介
護
給
付
分
科

会
の
介
護
事
業
経
営
調
査
委
員
会
が
開

か
れ
、
今
年
５
月
に
実
施
さ
れ
た
今
年

度
の
「
介
護
事
業
経
営
概
況
調
査
」
結

果
が
示
さ
れ
た
。
24
年
度
決
算
で
赤
字

と
な
っ
た
事
業
所
は
全
サ
ー
ビ
ス
平
均

で
37
・
５
％
だ
っ
た
。
特
養
（
地
域
密

着
型
を
除
く
）
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

で
は
赤
字
施
設
は
44
・
８
％
だ
っ
た
。

昨
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
の
基
礎
資

料
と
さ
れ
た
23
年
度
の
「
介
護
事
業
経

営
実
態
調
査
」
で
は
、
22
年
度
決
算
の

収
支
差
率
が
特
養
は
マ
イ
ナ
ス
１
％
、

老
健
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％
に
落
ち
込

ん
だ
。
そ
れ
を
背
景
に
前
回
改
定
で
は

特
養
の
基
本
報
酬
が
２
・
８
％
の
プ
ラ

ス
改
定
と
な
る
な
ど
、
全
体
（
プ
ラ
ス

１
・
59
％
）
に
比
べ
て
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
は
軒
並
み
大
幅
な
引
き
上
げ
と
な
っ

た
。
今
回
の
概
況
調
査
に
よ
る
と
、
収

支
差
率
は
特
養
が
１
・
４
％
、
老
健
は

０
・
６
％
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
そ
れ
で

も
約
半
数
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
赤
字
と

い
う
こ
と
は
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
上

昇
に
よ
る
影
響
の
大
き
さ
を
物
語
る
。

臨
時
改
定
に
向
け
、
来
年
度
予
算
の
編

成
過
程
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ

る
の
か
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
推
進
協
議
会
赤
枝
眞

紀
子
会
長
は
11
月
12
日
、

稲
庭
千
弥
子
副
会
長
と
共

に
厚
労
省
を
訪
問
し
、
伊

原
和
人
事
務
次
官
に
対

し
、
現
下
の
厳
し
い
介
護

施
設
の
財
政
状
況
や
人
財

不
足
の
状
況
を
説
明
し
、

早
急
な
改
善
を
求
め
た
。

伊
原
次
官
は
医
療
・
介
護

業
界
の
厳
し
い
経
営
状
況

に
触
れ
つ
つ
、
補
正
予
算

で
の
介
護
報
酬
等
へ
の
積

極
的
な
対
応
ス
タ
ン
ス
を

示
す
一
方
で
、
人
口
動
態

に
沿
っ
た
介
護
施
設
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

対
応
の
方
向
性
を
語
っ

た
。

赤
枝
会
長
ら
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
11

月
5
日
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議

員
連
盟
（
会
長
森
英
介
衆
議
院
議
員
）

に
対
し
て
も
同
内
容
の
陳
情
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
際
、
同
席
し
た
厚
労
省
老

健
局
濵
本
健
司
高
齢
者
支
援
課
長
か
ら

都市部は生産性向上で人材の効率化が、
過疎地域は施設の存廃方策が課題

伊原厚労事務次官

出典：政府広報オンライン
「総合経済対策等についての会見」

も
回
答
は
得
て
い
る
が
、
改
め
て
事
務

次
官
に
も
詳
し
く
説
明
し
た
も
の
。

推
進
協
か
ら
出
席
し
た
稲
庭
副
会
長

は
、
秋
田
な
ど
地
方
で
は
利
用
者
も
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
閉
鎖
す
る
老
健

施
設
な
ど
も
あ
る
と
い
っ
た
現
状
、
一

方
、
都
市
部
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
い
が
、
要
介
護
３
以
上
と
さ
れ
た
入

居
要
件
の
見
直
し
が
利
用
者
の
減
少
に

繋
が
っ
て
い
る
と
の
現
状
が
説
明
さ
れ

た
。こ

う
し
た
訴
え
に
対
し
伊
原
次
官

は
、
高
齢
化
な
ど
近
年
は
地
域
ご
と
に

事
情
が
異
な
る
と
し
、「
都
市
部
に
は

都
市
部
の
地
方
に
は
地
方
の
対
策
が
必

要
」
と
の
考
え
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
て
い
く
の
か
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
す
る
と
す
る
共
に
、
介
護
施

設
の
経
営
状
況
を
踏
ま
え
、
今
度
の
補

正
予
算
に
お
い
て
対
策
を
講
じ
る
方
針

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
が
こ
れ
か
ら

基
本
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
時
代

に
な
っ
て
、
そ
れ
は
と
っ
て
も
幸

せ
だ
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。」

（
令
和
6
年
11
月
推
進
協
赤
枝
会

長
と
の
対
談
よ
り
）

「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
高
市
早
苗
語
録
」①

左
か
ら
赤
枝
会
長
、
伊
原
事
務
次
官
、

稲
庭
副
会
長

個室ユニット型施設個室ユニット型施設
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日
本
維
新
の
会
に
も

介
護
報
酬
の
引
上
げ
等
を
要
望

梅
村
議
員
と
今
後
の

情
報
交
換
・
連
携
強
化
を
確
認

介護報酬に賃スラ、物スラの導入を要望中‼
推進協は賃金上昇率、物価上昇率に連動（スライド）させて介護報酬を引き上げるよう求めています。

介
護
大
学
校
か
ら

【
教
育
訓
練
に
関
す
る
お
願
い
】

介
護
大
学
校
の
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
が
『
一
般
教
育
訓
練
講
座
（
雇
用

保
険
法
第
60
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す

る
教
育
訓
練
給
付
金
の
一
般
教
育
訓

練
）
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を

受
け
、
令
和
７
年
10
月
１
日
よ
り
利
用

可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
前
号
に
て
お
伝

え
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
厚
生
労

働
省
よ
り「
現
況
報
告
書
」の
提
出（
毎

年
１
回
・
義
務
）
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
現
況
報
告
書
作
成
は
、
分
校
各
位

並
び
に
受
講
者
の
皆
様
に
も
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
改
め
て
本
校

事
務
局
よ
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
迫
る
】

第
38
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
が
間

近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
受
験
さ
れ
る

方
に
は
既
に
受
験
票
が
届
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
い
ざ
受
験
票
を
手
に

す
る
と
、
試
験
に
対
す
る
緊
張
感
・
不

安
感
が
一
気
に
膨
ら
む
こ
と
で
し
ょ

う
。推

進
協
介
護
大
学
校
で
は
、
令
和
８

年
１
月
９
日
お
よ
び
16
日
の
２
日
間
、

国
家
試
験
直
前
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

１
日
６
時
間
、
２
日
間
で
12
時
間
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
す
。
各
科
目
の
ポ
イ
ン
ト

確
認
・
整
理
、
模
擬
問
題
解
答
解
説
、

受
験
の
心
構
え
な
ど
を
中
心
に
説
明
し

ま
す
。
今
回
か
ら
パ
ー
ト
合
格
制
度
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
変
更
点
が

あ
る
為
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
周
知
を

図
り
ま
す
。
推
進
協
介
護
大
学
校
の
実

務
者
研
修
を
修
了
し
た
、
も
し
く
は
修

了
見
込
み
（
受
講
中
）
の
方
に
つ
い
て

は
、
原
則
無
料
で
受
講
可
能
で
す
。
そ

れ
以
外
の
お
申
し
込
み
も
順
次
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

12
月
、
１
月
は
特
に
感
染
症
に
対
す

る
注
意
が
必
要
で
す
。
試
験
当
日
ベ
ス

ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨
め
る
よ
う
体

調
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
も
合
否
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
年
末
の
慌
た

だ
し
さ
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
計
画
的

な
学
習
を
期
待
し
ま
す
。

試
験
に
は
体
調
管
理
を
万
全
に
！

推
進
協
の
赤
枝
会
長
と
牟
田
和

男
理
事
（
社
会
福
祉
法
人
誠
和
会

理
事
長
）
は
11
月
4
日
、
10
月
に

召
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
か
ら
与
党

と
な
っ
た
日
本
維
新
の
会
の
梅
村

聡
衆
議
院
議
員
と
面
会
し
、
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
を
め
ぐ
る
現
下
の

厳
し
い
情
勢
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
共
に
、
介
護
報
酬
の
引
上
げ
や

高
市
総
理
が
与
野
党
に
提
案
し
た

（
仮
）
社
会
保
障
改
革
国
民
会
議

等
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

梅
村
議
員
は
現
在
、
日
本
維
新

の
会
が
主
張
し
て
い
る
社
会
保
障
改
革
、
中
で
も
社
会
保
険
料

の
引
き
下
げ
に
よ
る
若
者
世
代
の
活
力
を
取
り
戻
す
政
策
の
必

要
性
を
語
る
と
共
に
、
介
護
現
場
に
関
す
る
意
見
を
吸
い
上
げ

る
仕
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
、今
後
、赤
枝
会
長
、

牟
田
理
事
と
の
情
報
交
換
し
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

梅
村
聡
衆
議
院
議
員

・
大
阪
大
学
医
学
部
卒
業

・
参
議
院
議
員

　
（
2
0
0
7
年
～
2
0
1
3
年
）

・
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官

　
（
2
0
1
2
年
）

・�

参
議
院
議
員
選
挙
当
選
（
全
国
比
例
）
2
0
1
9
年

・
衆
議
院
議
員
選
挙
1
期
目
当
選
（
大
阪
5
区
）
2
0
2
4
年

・
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会　
理
事

・
日
本
維
新
の
会
「
社
会
保
障
制
度
改
革
調
査
会
」
会
長

（（
仮
）
社
会
保
障
国
民
会
議
に
つ
い
て
）

　
10
月
24
日
、
臨
時
国
会
所
信
表
明
演
説
で
高
市
総
理
が
次
の

通
り
与
野
党
に
対
し
設
置
を
提
案
し
た
。

「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
社
会

保
障
制
度
に
お
け
る
給
付
と
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
民

的
議
論
が
必
要
で
す
。
超
党
派
か
つ
有
識
者
も
交
え
た
国
民
会

議
を
設
置
し
、
給
付
付
き
税
額
控
除
の
制
度
設
計
を
含
め
た
税

と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
つ
い
て
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。」

　
こ
れ
に
対
し
、
代
表
質
問
に
立
っ
た
立
憲
民
主
党
の
野
田
代

表
は
、「
与
野
党
で
社
会
保
障
の
給
付
と
負
担
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
国
民
会
議
を
政
府
の
下

に
置
く
の
で
は
な
く
、
国
会
内
に
会
議
体
を
設
置
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。」
と
問
い
返
し
た
。

　
12
月
現
在
、
臨
時
国
会
に
お
い
て
議
論
が
続
い
て
い
る
。 日本維新の会公式

サイトより

千葉支部 湧く湧く介護勉強会
推進協千葉支部（支部長西
慶二郎特別養護老人ホーム明
尽苑施設長）は10月27日、『一
歩踏み出す勇気～知識を行動
に変える認知症ケアと夢のホ
スピタリティ～』をテーマに、
『湧く湧く介護勉強会』を千
葉市内のホテルで開催した。
この研修会は千葉県の「介護
人材キャリアアップ研修支援事業」の対象となっており、2名の講師を
招いて講演を行った。冒頭、挨拶に立った西支部長は「参加者には現場
職員の他、100名に上る福祉・介護を志す高校生が参加しており、現場
を支える専門職と未来を担う学生が共に学べる機会を得られたことを嬉
しく思う。介護職は誰にでも務まる仕事ではなく、やさしさや思いやり、
相手に寄り添う気持ちを持つ人だからこそ果たせる大切な役割であり、
現場で働く介護職こそがその魅力や意義を社会に発信していくことが重
要だ」と述べた。さらに、「未来の介護のかたち、自分たちが歳を重ね
たときに安心して暮らせる社会を、今日集まった私たちの手で共に築い
ていきたい。」と呼びかけた。
参加者は259名（うち高校生100名、教師7名、非会員24施設50名）
で会場は満席、コロナ禍後にスタートした「湧く湧く介護勉強」として
は今回が3回目となる。

何のための、誰のための仕事であるか、決してぶれない
気持ちをもって接してほしい
第1部は髙口光子氏（髙口光子の元気がでる介護
研究所　代表）により、「認知症の人の心に届く、
声のかけ方・接し方」と題した講演を行った。これ
までの膨大な体験を通じ、心に響く優しい口調で語
る。「ごはんおいしいねぇ、おふろ気持ちいいねぇ、
自分のことのようにはしゃぐように一緒に喜んでく
れる介護職がいて、認知症の方であっても生きていく喜びを実感してい

講師とのじゃんけん大会で著書を獲得した皆さん

く。私は独りではない。あなたは独りではない。この一点を食事・排泄・
入浴などといった具体的な生活行為・支援を通じて伝えることこそがプ
ロとしての介護職の仕事である。家族による介護は難しい。それは人生
をともに歩んできた者同士だから、認知症になった身内を受け入れられ
ない。だからこそ、家族に代わって我々プロの介護職が、最後まで自分
らしく生き抜く支援を行わなくてはならない。」と熱弁した。参加者に
は目頭を押さえ、涙を流す様子が多く見られた。

自分の仕事に魂をもった、誇りを持った働きで、お客様
は心の底から喜んでくれる

第2部は香取貴信氏（有限会社　香取感動マネジ
メント　代表）による、「社会人として大切なことは
みんなディズニーランドで教わった」と題した講演。
どのようにしたらお客様に喜んでいただけるの
か、自身がディズニーランドで働き学んできた経験
をもとに熱い語り口で訴えかけた。「いい仕事、い

いサービスをするにはどうしたらよいのだろう？その答えは、自分が選
んだ仕事を好きになること。仕事と職業の違い、職業とはやっているこ
とで、仕事とはやっていることを通して何を生み出しているかだ。ある
介護職の言葉を紹介し、みんなも同じく介護という職業を通して、生き
づらさを抱える人々に生きる意欲を与える仕事をしてほしい。」と現場
職員、高校生たちに熱いエールを送った。

香取貴信氏

同日、会場前ロビーでは認知症VR体験、最新の介護ベッド・栄養補
助食品の紹介や書籍販売などの介護フェアも開催し、参加者の多くが熱
心に説明に耳を傾けていた。
千葉支部では「湧く湧く介護勉強会」を継続開催しており、来年以降

も引き続き開催を予定している。

講演の様子

髙口光子氏
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ケア環境支援コーディネーター（CEC）研修 優秀事例の紹介　Part2
特別養護老人ホームグリーンヒル八千代台　大羽立子さん千葉県　社会福祉法人

未　　　　来

Aさん（利用者様）の望む暮らし：
・  静かな部屋で落ち着いて食事をしたい
目標設定：
・ 落ち着いてご自身で食事を食べられるようにする。

課題① 場所：居室
・�どこを見て食事を楽しめば良いのか分からない
・ 自宅にいるような部屋で食事をしたい
・ 何を食べているのか分からない（ミキサー食の為）

PEAP（認知症高齢者への環境支援指針）評価
事前 事後 環境支援後にどのように変わったかを記す

１．見当識 × ○ 献立を置くことにより、食事だと認識された。
２．機能的能力 × ○ ご自分で食事を召し上がるようになった。
３．刺激の質と調整 × ○ テレビや外を眺めながら食事をされていた。
４．安全と安心 × ○ 暖簾の設置で、職員の見守りができた。
５．生活の継続性 × ○ 絵画に反応された。
６．自己選択 × ○ 食べる物や調味料を選んだ。
７．プライバシー !? ○ 暖簾で、一人の静かな空間だと認識された。
８．ふれ合いの促進 !? ○ 居室内で職員との会話が増えた。
※〇：よく支援　　×：支援が不足　!?：良いとも悪いとも言えない　
　空欄：関連しない

利用者の評価
・�以前は職員や他利用者の動きや話声が気になり、食事に集中できてい
なかったが、現在は食事をご自身でしっかりと召し上がっていた。

今後の課題
・ご自分で食事を召し上がることの継続。
・部屋で過ごされていることが多い為、居室の環境作りをする。
・�他者との交流機会が減少傾向にある為、適度な職員介入により他者と
の交流機会に努める必要がある。

取り組み後

・ドアに施設にあった暖簾を設置。
・�施設にあった（本人の高さに合わせた）テーブルと椅子を活用(座布
団も設置)。
・�テレビ台を用意し、テレビを置く。テレビ又は外を眺めながら食事を
する。
・献立表を作成し、テーブルに置く。
・おぼんの上にランチョンマットを置き、家庭的な雰囲気づくり。
・�壁が殺風景の為、ご家族に依頼しご自宅から持参された、本人の好き
な絵画を飾る。

物理的環境支援

・�食事の際に献立表を見てもらい、口頭でも説明。ご本人も手に取って
ご覧になる。
・暖簾を設置したことにより、安全・安心に食事を召し上がる。
・�環境支援とケアプランを連動し24時間シートに落とし込み、統一ケア
を行っていく。
・���事業所、リーダー、ユニットの各会議で取り組みの経過報告を行い、
ご家族とも情報共有をしていく。

ケア的環境支援・運営的環境支援 
（工夫や活用方法なども含む）

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
整
備
推
進
に
協
力
を
依
頼

　
　

尊
厳
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
理
解

国
民
民
主
党
鳩
山
紀
一
郎
議
員

来
年
度
の
「
20
周
年
記
念
式
典
」

開
催
方
式
は
赤
枝
会
長
に
一
任

25
年
度
第
３
回
理
事
会

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協

議
会
赤
枝
眞
紀
子
会
長
と
同
藤
村
二
朗

理
事
・
介
護
保
険
委
員
長
は
11
月
6

日
、
国
民
民
主
党
の
鳩
山
紀
一
郎
を
訪

問
し
、
こ
れ
か
ら
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
普
及

に
つ
い
て
協
力
を
求
め
た
。
国
民
民
主

党
は
、「
み
ん
な
の
手
取

り
を
増
や
す
」
と
い
う

看
板
政
策
を
掲
げ
て
い

る
が
、
介
護
職
員
、
看

護
師
、
保
育
士
等
の
給

料
を
十
年
で
二
倍
に
す

る
と
い
う
具
体
的
な
目

標
も
公
約
に
は
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
他
に
も
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
認
知

症
対
策
の
充
実
や
介
護

研
修
費
用
の
補
助
、
介

護
福
祉
士
国
家
試
験
に

母
国
語
併
記
と
い
っ
た

目
標
も
掲
げ
、
福
祉
分

野
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。鳩

山
議
員
は
、
施
設

介
護
は
重
要
と
し
、「
施

設
の
環
境
整
備
を
推
進
し
、
入
り
た
く

な
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
い
く
こ
と
が

あ
る
べ
き
方
向
性
」
と
指
摘
し
た
。
さ

ら
に
，
自
身
が
取
り
組
ん
で
い
る
災
害

避
難
所
の
生
活
環
境
の
問
題
に
も
触

れ
、「
生
活
の
場
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

守
ら
れ
な
い
こ
と
は
尊
厳
に
か
か
わ
る

問
題
で
も
あ
る
」
と
応
じ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
ら
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
に

理
解
を
示
し
た
。

左から藤村理事、鳩山議員、赤枝会長

推
進
協
は
12
月
５
日
、
今
年
度
第
３

回
理
事
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

し
、
理
事
26
人
の
う
ち
17
人
が
出
席
し

た
。
議
題
に
先
立
っ
て
赤
枝
眞
紀
子
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
高
市
政
権
が
来
年

度
に
臨
時
の
介
護
報
酬
改
定
を
行
う
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
総
合
経
済
対
策
と
、

そ
の
裏
付
け
と
な
る
補
正
予
算
案
を
決

定
し
た
こ
と
を
評
価
。「
報
酬
改
定
を

物
価
・
賃
金
に
連
動
さ
せ
る
ス
ラ
イ
ド

制
度
の
導
入
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

最
初
に
今
年
９
月
以
降
の
事
業
報
告

が
議
題
に
挙
げ
ら
れ
、
懸
上
忠
寿
事
務

長
が
研
修
事
業
の
実
施
状
況
な
ど
を
説

明
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の

受
講
者
が
増
え
な
い
傾
向
に
あ
り
、
研

修
受
託
の
未
契
約
県
を
減
ら
す
な
ど
掘

り
起
こ
し
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。
併

せ
て
研
修
内
容
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
・
配
布
し
て
い
る
と
し
て
、

理
事
に
周
知
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。

次
い
で
第
１
号
議
案
と
し
て
、
来
年

度
に
行
う
「
推
進
協
設
立
20
周
年
記
念

式
典
」
の
概
要
が
討
議
さ
れ
た
。
事
務

局
か
ら
①
50
人
以
下
の
着
座
に
よ
る
会

食
②
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
の
国
会
議
員
ら
を

招
い
た
１
０
０
人
規
模
の
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
③
全
国
の
会
員
施
設
に
も
参
加

を
募
る
２
０
０
人
以
上
の
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
の
３
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
。

出
席
者
が
一
人
一
人
意
見
を
述
べ
た
結

果
、
１
０
０
人
規
模
の
着
座
式
で
、
参

加
者
が
楽
し
め
る
内
容
に
す
る
こ
と
を

軸
に
赤
枝
会
長
へ
の
一
任
が
決
ま
っ

た
。
ま
た
第
２
号
議
案
で
は
、
介
護
機

器
販
売
会
社
１
社
の
賛
助
会
員
と
し
て

の
新
規
入
会
が
諮
ら
れ
、了
承
さ
れ
た
。

引
き
続
い
て
理
事
懇
談
会
に
移
り
、

来
年
度
の
臨
時
改
定
に
つ
い
て
話
し
合

う
厚
労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給

付
費
分
科
会
に
、
推
進
協
と
し
て
「
意

見
書
」
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

を
懸
上
事
務
長
が
説
明
し
た
。
先
ご
ろ

公
表
さ
れ
た
「
介
護
事
業
経
営
概
況
調

査
」
で
は
24
年
度
決
算
で
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
は
収
支
差
率
が
３
・
２
％
の
プ
ラ

ス
と
な
っ
た
が
、
不
十
分
な
処
遇
改
善

や
食
材
の
質
低
下
な
ど
「
や
る
べ
き
こ

と
を
や
れ
ず
に
出
し
た
黒
字
」
だ
と
強

調
。
プ
ラ
ス
幅
に
引
き
ず
ら
れ
た
改
定

を
戒
め
る
構
え
だ
。
併
せ
て
27
年
度
の

介
護
報
酬
改
定
（
本
改
定
）
で
は
「
ス

ラ
イ
ド
制
度
」
を
必
ず
導
入
す
る
よ
う

に
強
く
求
め
て
い
く
方
針
だ
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
H
P
よ
り

1
9
7
6
年
生
ま
れ
。
学
習
院
中
等

科
、
筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
校
、
東
京

大
学
工
学
部
を
経
て
、
東
京
大
学
大
学

院
に
て
博
士（
工
学
）の
学
位
を
取
得
。

交
通
工
学
、
都
市
工
学
な
ど
を
専
門
と

し
、
東
京
大
学
助
教
、
東
北
大
学
客
員

准
教
授
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
特
任
准

教
授
な
ど
を
務
め
る
。
2
0
2
4
年
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
て
初
当
選
（
東
京

2
区
、
比
例
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
）
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介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
10
月
26
日
〜

11
月
25
日

■
厚
労
省
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
更
新

制
を
廃
止
へ
（
10
月
27
日
）

　
更
新
研
修
の
受
講
を
要
件
と
し
た
介

護
支
援
専
門
員
の
有
効
期
間
更
新
の
仕

組
み
を
廃
止
す
る
こ
と
を
介
護
保
険
部

会
で
提
案
し
た
。

■
厚
労
省
　
介
護
事
業
者
に
カ
ス
ハ
ラ

対
策
を
義
務
付
け
（
10
月
27
日
）

　
労
働
施
策
総
合
推
進
法
の
改
正
な
ど

を
踏
ま
え
、
全
て
の
介
護
事
業
者
に
対

し
て
現
行
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対

応
に
加
え
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
に
つ
い
て
も
義
務
付
け
を
行
う

べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
を
介
護
保
険
部

会
で
明
ら
か
に
し
た
。

■
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
「
囲
い
込
み
」

対
策
な
ど
取
り
ま
と
め
（
10
月
31
日
）

　
厚
労
省
の
「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
お

け
る
望
ま
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
は
議
論
の
取
り
ま
と

め
案
を
公
表
し
た
。
ま
た「
囲
い
込
み
」

対
策
と
し
て
、
資
本
・
提
携
関
係
の
あ

る
介
護
事
業
所
や
ケ
ア
マ
ネ
事
業
所
の

利
用
を
契
約
条
件
と
す
る
こ
と
な
ど
を

禁
止
す
る
措
置
を
設
け
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
だ
と
し
た
。

■
上
野
厚
労
相
　
高
齢
者
に
応
能
負
担

を
求
め
る
姿
勢
を
示
す
（
10
月
31
日
）

　
閣
議
後
会
見
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
２
割
負
担
の
対
象
者
拡
大
に
つ
い

て
問
わ
れ
、
介
護
保
険
制
度
の
維
持
・

サ
ー
ビ
ス
の
質
確
保
の
た
め
に
「
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
も
能
力
に
応
じ
て
負
担

を
求
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
」
と
述
べ

た
。

■
全
老
健
　
財
務
相
に
賃
上
げ
支
援
な

ど
を
要
望
（
10
月
31
日
）

　
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
の
役
員
が

片
山
さ
つ
き
財
務
相
を
表
敬
訪
問
し
、

介
護
職
員
と
全
産
業
平
均
と
の
賃
金
格

差
に
つ
い
て
説
明
。
介
護
従
事
者
全
員

を
対
象
と
し
た
賃
上
げ
支
援
、
物
価
高

騰
へ
の
対
応
支
援
な
ど
を
要
望
し
た
。

■
財
務
省
　
介
護
従
事
者
の「
効
率
化
」

を
主
張
（
11
月
５
日
）

　
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
議
論
を

始
め
た
財
政
制
度
等
審
議
会
の
財
政
制

度
分
科
会
で
社
会
保
障
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
、
医
療
・
介
護
産
業
の
「
コ
ス

ト
構
造
の
見
直
し
」
を
主
張
し
た
。
医

療
・
介
護
従
事
者
の
収
入
を
構
造
的
に

増
や
し
て
い
く
た
め
に
「
よ
り
少
な
い

就
業
者
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な

産
業
構
造
へ
の
転
換
が
不
可
欠
」
と
い

う
考
え
方
を
明
確
に
し
た
。

■
老
施
協
調
査
　
１
人
当
た
り
食
費
が

昨
年
よ
り
約
90
円
上
昇
（
11
月
７
日
）

　
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
は
特
養

の
食
費
（
基
準
費
用
額
）
に
関
す
る
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。
今
年
６
月
の
利

用
者
１
人
当
た
り
の
食
費
は
１
日
１
７

８
８
円
で
昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
88
円

増
加
し
た
。
半
数
の
施
設
が
利
用
者
負

担
額
を
基
準
費
用
額
（
１
４
４
５
円
）

に
設
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
約

80
人
規
模
の
特
養
で
年
間
１
０
０
０
万

円
が
赤
字
と
な
る
と
試
算
し
た
。

■
推
進
協
　
赤
枝
会
長
が
木
村
義
雄
元

参
議
院
議
員
の
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
（
11
月
10
日
）

■
推
進
協
　「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
係
る

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
に
関
す

る
調
査
研
究
事
業
」 

の
第
１
回
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
（
11
月
10
日
）

　
㈱
日
本
総
研
が
厚
労
省
か
ら
の
補
助

金
に
よ
り
が
行
っ
て
い
る
令
和
７
年
度

の
調
査
研
究
事
業
の
一
環
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
見
直
し
は
介
護
給
付
費
分
科
会

か
ら
の
問
題
提
起
が
発
端
。

■
人
口
減
少
地
域
の
訪
問
介
護
定
額
払

い
を
27
年
度
か
ら
導
入
（
11
月
10
日
）

　
中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
の
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
に
現
行
の
出
来
高
報
酬
に
加

え
、包
括
報
酬
（
月
単
位
の
定
額
払
い
）

を
導
入
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
厚
労

省
は
次
期
介
護
報
酬
改
定（
27
年
度
～
）

か
ら
希
望
す
る
自
治
体
は
実
施
を
可
能

と
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
同
日
の
介

護
保
険
部
会
で
示
し
た
。
単
価
の
あ
り

方
な
ど
は
来
年
度
ま
で
に
介
護
給
付
費

分
科
会
で
検
討
を
進
め
る
。

■
厚
労
省
　
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を

廃
止
へ
（
11
月
10
日
）

　
介
護
人
材
な
ど
限
ら
れ
た
地
域
資
源

を
有
効
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
夜
間
対

応
型
訪
問
介
護
を
廃
止
し
、
機
能
が
機

能
が
重
複
し
て
い
る
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
と
統
合
す
る
こ

と
を
介
護
保
険
部
会
で
提
案
し
た
。

■
実
務
者
研
修
の
科
目
免
除
制
度
を
導

入
へ
（
11
月
11
日
）

　
厚
労
省
の
福
祉
人
材
確
保
専
門
委
員

会
は
議
論
の
整
理
を
取
り
ま
と
め
、
介

護
福
祉
士
国
家
試
験
（
実
務
経
験
ル
ー

ト
）
の
受
験
資
格
と
な
る
実
務
者
研
修

に
つ
い
て
、
保
育
士
な
ど
他
の
国
家
資

格
保
持
者
を
対
象
に
し
た
一
部
科
目
免

除
や
単
位
制
導
入
の
必
要
性
を
盛
り
込

ん
だ
。

■
財
務
省
　
利
用
者
２
割
負
担
拡
大
へ

金
融
資
産
の
考
慮
を
（
11
月
11
日
）

　
財
政
制
度
分
科
会
で
介
護
分
野
を
議

論
し
、
利
用
者
２
割
負
担
の
対
象
者
拡

大
に
向
け
て
「
高
齢
者
世
帯
の
金
融
資

産
保
有
状
況
も
考
慮
に
入
れ
て
検
討
す

べ
き
」
と
主
張
し
た
。
一
定
以
上
の
所

得
・
資
産
の
あ
る
利
用
者
は
負
担
が
増

加
し
て
も
「
利
用
控
え
に
与
え
る
影
響

は
限
定
的
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

■
厚
労
省
　
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
を

支
援
す
る
新
事
業
検
討
（
11
月
17
日
）

　
判
断
能
力
が
不
十
分
だ
っ
た
り
頼
れ

る
身
内
が
い
な
い
高
齢
者
が
地
域
で
自

立
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
新
し

い
事
業
を
設
け
る
方
針
を
社
会
保
障
審

議
会
の
福
祉
部
会
で
示
し
た
。
事
業
内

容
は
「
日
常
生
活
支
援
」
に
加
え
、「
入

院
・
入
所
等
の
手
続
支
援
」
と
「
死
後

事
務
の
支
援
」の
一
方（
ま
た
は
両
方
）

で
事
業
主
体
は
問
わ
な
い
。

■
厚
労
省
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
に
向

け
た
動
き
を
加
速
（
11
月
20
日
）

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
利
用
者
負
担

導
入
に
向
け
た
案
を
介
護
保
険
部
会
で

示
し
た
。
利
用
者
の
所
得
状
況
を
勘
案

す
る
こ
と
や
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
者
に
関
わ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
当
施
設
の
介
護
現
場
で
“
忙
し
い
か
ら

辞
め
る
”
と
い
う
声
を
最
近
よ
く
聞
き
ま

す
。
本
当
の
離
職
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
、
近
年
、
制
度

の
複
雑
化
や
業
務
量
の
増
加
に
よ
り
、
ケ

ア
が
形
式
的
に
流
れ
、
本
来
の
価
値
が
見

え
に
く
く
な
る
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
職
員
は
、「
な
ぜ
こ
の
支
援
を

行
う
の
か
」「
ど
こ
ま
で
が
自
分
の
判
断

領
域
な
の
か
」
を
見
失
い
、
迷
い
や
負
担

感
が
蓄
積
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実

は
離
職
の
背
景
に
は
、単
な
る
“
忙
し
さ
”

だ
け
で
な
く
、“
わ
か
ら
な
い
”“
評
価
さ

れ
な
い
”“
繋
が
ら
な
い
”
と
い
う
心
理

的
な
要
因
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
推

定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
業
務
や
判
断
基
準
が
不
明
瞭
な

“
わ
か
ら
な
い
状
態
”
は
、
介
護
職
の
ス

ト
レ
ス
を
最
も
増
幅
さ
せ
ま
す
。
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
は
個
別
性
が
強
い
分
、
共
通
の
基

準
や
目
的
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
属
人
的
運

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

忙
し
い
か
ら
辞
め
る
？

推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

　
栗
田
淳
二

用
に
な
り
、
職
員
は
不
安
を
抱
え
な
が
ら

働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
に
、
日
々
の

小
さ
な
努
力
が
評
価
さ
れ
な
い
環
境
で

は
、「
頑
張
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
」
と
い

う
無
力
感
が
離
職
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ

ら
に
、“
繋
が
ら
な
い
”
職
場
環
境
─
─

相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
、
理
念
が
共

有
さ
れ
て
い
な
い
、情
報
が
滞
る
─
─
は
、

忙
し
さ
以
上
に
職
員
を
疲
弊
さ
せ
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
少
人
数
体
制
の
た
め
、

共
有
が
不
十
分
な
ま
ま
勤
務
が
進
む
と
、

孤
立
感
が
強
ま
り
離
職
の
引
き
金
と
な
り

ま
す
。

現
場
の
人
材
不
足
が
続
く
今
こ
そ
、
理

念
と
同
時
に
働
き
や
す
さ
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
業
務
の
標
準
化
、
記
録
の

一
元
化
、役
割
分
担
の
明
確
化
な
ど
、日
々

の
仕
組
み
づ
く
り
が
職
員
の
安
心
に
つ
な

が
り
、
結
果
と
し
て
離
職
防
止
に
も
直
結

し
ま
す
。“
忙
し
い
”
は
変
え
ら
れ
な
く

と
も
、“
わ
か
ら
な
い
・
評
価
さ
れ
な
い
・

繋
が
ら
な
い
”
は
組
織
の
工
夫
で
必
ず
改

善
で
き
ま
す
。

事
務
局
か
ら

　
P
マ
ー
ク
更
新
認
定
を
ク
リ
ア

適
切
な
個
人
情
報
保
護
運
用
を

証
明
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク

（
P
マ
ー
ク
）
が
更
新
（
2
年
間
）

さ
れ
ま
し
た
。

私
が
推
進
協
に
入
って
か
ら
今
回

が
２
回
目
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
は
「
個
室
ユ
ニッ
ト

型
施
設
の
普
及
と
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
研
修
事
業
、
相
談
支

援
事
業
等
を
展
開
さ
れ
て
い
る
業

界
団
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
P
M
S
（
個
人
情
報
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
業
務
フ
ロ
ー
を

作
成
し
て
リ
ス
ク
を
特
定
し
分
析

し
て
い
る
こ
と
、
P
M
S
運
用
に
お

い
て
漏
れ
無
く
P
D
C
A
を
回
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
で
き
る
」
と
の

総
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

P
マ
ー
ク
の
審
査
は
、
準
備
に
長

い
時
間
が
か
か
る
た
め
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

次
回
や
って
く
る
２
年
後
の
審
査
に

向
け
て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

よ
う
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。�

（
井
田
）

広域型介護施設も存続には
強力な財政支援が必要

大塚小百合衆議院議員が国会質問で訴える
　推進協の広嶋稔之理事（社会福祉法人照陽会、特養みんなと暮ら
す町施設長）、平本剛士社会福祉法人さくら会理事長等神奈川支部
の会員が10月28日、先の衆議院選挙で初当選を果たした大塚小百合
議員（立憲民主党所属）を表敬訪問した。大塚議員は立候補直前ま
で推進協の会員施設である神奈川県相模原市のケアプラザさがみは
らの施設長を務めており、また推進協の介護保険委員としても活動
していた。
　広嶋理事らは現在、ユニット型施設が抱える課題に対し、推進協
として取り組んで要望内容について説明を行うと共に、特に今後の
中長期的な課題としてのユニット型特養の推進について要望した。
　大塚議員は、介護施設の経営状況に関する課題は理解していると
して、既に国会の委員会で
も事業存続に向けた建替
え支援の必要性について
質疑を行ったことを明ら
かにすると共に、介護職員
の処遇改善などにも取り
組んでいることも、質疑の
概要を記したパンフレッ
トを示しつつ語った。

左から広嶋理事、大塚議員、
平本理事長、懸上推進協事務長

ン
ト
有
料
化
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
行

う
事
務
の
実
費
相
当
分
を
利
用
者
に
求

め
る
考
え
方
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

■
「
軽
度
者
」
の
介
護
保
険
外
し
は
見

送
り
へ
（
11
月
20
日
）

　
軽
度
者
（
要
介
護
１
～
２
）
の
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
の
「
総
合
事
業
」
移

行
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
同
日
の
介
護

保
険
部
会
で
「
引
き
続
き
、
包
括
的
に

検
討
を
行
う
」
と
し
て
次
期
制
度
改
正

で
は
見
送
る
方
針
を
示
し
た
。

■
政
府
が
総
合
経
済
対
策
を
決
定
　
介

護
従
事
者
に
月
１
万
円
（
11
月
21
日
）

　
政
府
は
新
た
な
総
合
経
済
対
策
を
決

定
し
、
26
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
（
臨

時
改
定
）
実
施
を
明
記
し
た
。
ま
た
赤

字
の
介
護
施
設
な
ど
に
対
す
る
「
医

療
・
介
護
等
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
緊

急
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
。
同
対
策
決
定

後
の
会
見
で
高
市
首
相
は
「
介
護
従
事

者
全
般
に
は
月
１
万
円
の
半
年
分
の
賃

上
げ
を
措
置
す
る
」
と
述
べ
た
。
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